
２０２２年度 事業計画 

総論 

自 ２０２２年４月 1日 

至 ２０２３年３月３１日 

部会長 中村 和也 

 

スローガン 

『 前進 』 

～ 知恵と工夫で困難を乗り越え物事を前進させましょう！ ～ 

 

 2022年度、昨年度に引き続き部会長を拝命しました中村です。昨年度は、コロナウィル

ス感染症の拡大が始まって 2年目となりましたが、国や県からは「緊急事態宣言」ならびに

「まん延防止重点措置」が長く出され続けたこともあり、多くの事業が中止となりました。

そのような状況で、会員同士が顔合わす機会も減り、力を合わせて物事を成し遂げることも

少なくなってしまいました。そのような混沌とした時代ではありましたが、知恵を出し工夫

することで少しずつ前に歩を進めることもできました。これも部会員の皆さまのご理解ご協

力の賜物です。誠にありがとうございました。 

未曽有のコロナウィルス感染症拡大もワクチン接種が進むにつれ、また治療薬の開発など

で真のウィズコロナ時代に突入したのではないでしょうか。2022年度は、部会員の総力を

結集し、是が非で事業を開催し、部会員同志の輪も広げたいと願っています。一人一人の力

は小さくとも心を合わせ、知恵を絞り、協力して工夫していきましょう。会員の皆様には、

より一層の積極的なご参加、ご協力をお願い申し上げます。 

 

青年部会活動方針 

1. 総務・広報委員会 

青年部会の活動を取りまとめる役割として、総会ならびに毎月開催される役員会を主体

的に設営・運営します。情報発信としては、青年部会の会員手帳を監修・発行し、青年

部会活動を円滑に進めるために名刺を作成致します。また、半田法人会の会員であるメ

リットを内外に発信し、会全体のより一層の活性化を図ります。さらには、新入会員を

増やす活動をはじめ各事業に積極的に参加・協力します。 

・総会ならびに役員会の設営・運営 

・会の福利厚生制度ならびに利点の発信・周知 

・その他、会員拡大をはじめとした各委員会活動への協力・参加 

2. 会員交流委員会 

会員同士が交流を通じ、会全体が活性化するために交流事業を実施します。本会および

青年部会 OBとの交流をはじめ、全国青年の集い（全国大会）や愛知県法人会青年部会連

絡協議会（以下、「青連協」という）の活動などの様々な事業への積極的な参加を促し、

交流を通じて絆を深め、会員企業ならびに会の持続的発展に寄与します。また、税務知

識の向上を図るため税務当局と協力し、内外に対して青年部活動の発信に努めます。 



さらには、新入会員を増やす活動をはじめ各事業に積極的に参加・協力します。 

・本会ならびに他団体との交流 

・全国青年の集い（沖縄大会）への参加取りまとめ・研修視察の実施 

・署長講演と新入会員オリエンテーションの開催 

・その他、会員拡大をはじめとした各委員会活動への協力・参加 

3. 特別事業委員会 

ＳＤＧｓの行動目標を意識し、高校生への租税教育活動である高校生フォーラムを企

画・運営します。また、女性部会主催の税を考える週間事業に参加・協力します。 

さらには、新入会員を増やす活動をはじめ各事業に積極的に参加・協力します。 

・高校生フォーラムの開催 

・本会主催の税を考える週間事業への参加・協力 

・その他、会員拡大をはじめとした各委員会活動への協力・参加 

4. 租税教育推進委員会 

ＳＤＧｓの行動目標を意識した租税教育活動を通じて、小学生に租税の意義や役割につ

いて主体的に考える機会を提供する取り組みを実施します。また、我々自身が、より一

層、質の高い活動を行う為に、前例にとらわれる事なく講師の育成に努めます。さらに

は、新入会員を増やす活動をはじめ各事業に積極的に参加・協力します。 

・税関見学会の開催 

・租税教室の講師育成 

・租税教室への協力、参加の取りまとめ 

・その他、会員拡大をはじめとした各委員会活動への協力・参加 

5. 健康経営推進委員会 

青連協でも推奨している健康経営について推進するため、知識の向上を図るとともに青

年部会会員に取り組みを促します。また、法人会用の健康経営宣言の新たなる獲得と実

践のフォローを行います。さらには、新入会員を増やす活動をはじめ各事業に積極的に

参加・協力します。 

・健康経営に関する研修会の開催 

・健康経営に関する事業の企画・開催 

・その他、会員拡大をはじめとした各委員会活動への協力・参加 

≪数値目標≫ 

１． 新入会員 18社獲得（令和 4年度をもって卒業予定者数） 

２． 健康経営宣言を青年部会会員企業 30%獲得 

 

以上、5つの方針で各種事業を計画・推進し、2つの数値目標達成に向けた取り組み行って

参ります。 

青年部会員の皆さまには、より一層のご理解ご協力を賜りたくお願い申し上げます。 


